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1. はじめに 

まずパラメトリックスピーカーとは指向性

が高いことから音のスポットライトとも呼ば

れる。また音を反射させてもその指向性の高

さが保たれる性質がある。 

 

2. 目的 

本研究の目的は前述した性質を利用するこ

とで、音を 1 か所に集められるようにする。

そうすれば電力を使わずに音圧が向上し、さ

らに角度を調節し指向性向上させることであ

る。 

 

3. 実験 1 

 目的 使用するパラメトリックスピーカー

の性能を確かめる。 

方法 パラメトリックスピーカーと音圧測

定用のスマートフォン（IOSアプリのデシベル

メーターノイズと音量の測定）を高さ 48cm の

スタンドに取り付けた。また実験場所とした

本校の武道館の床を傷つけないように下にジ

ョイントマットを敷いた。図 1 の赤色の点で

音圧を調べた。 

結果 図 2 より音が二又に分かれているこ

とと中央の部分だけ音圧が下がっていること

が分かる。 

考察 音が二又に分かれている所を合わせ

ることが出来たら音圧が向上し、合わせた音

を調節することで指向性もより鋭くなるので

はないかと考えた。 

 

4. 実験 2 

目的 二又に分かれている所の音波を反射

させる。また二又に分かれないようにする。 

方法 実験 1 にて二又に分かれていたスピ

ーカー正面の 75cm の地点に縦 86×横 30×厚

さ 1.7(cm)のベニヤ板 1枚を置いた。また音圧

を調べた地点は板を置いた地点以外は実験 1

と同じである。 

結果 図 3 より板の後ろの音圧が下がって

いることと二又になる位置が実験 1 より手前

に来ていることも分かる。 

考察 二又が前面に来た考察としてベニヤ

板をスピーカー正面に置いたためベニヤ板に

跳ね返った音波がさらにスピーカーに反射し

たためと考えた。 

 

5. 実験 3 

目的 実験 1 にて二又分かれていた地点の

先にベニヤ板を 2枚置いてみることにした。 

方法 実験 1 にてわかった二又に分かれた

先であるスピーカー前方の100cm、スピーカー

側方の 20cm 地点に実験 2 と同様の板を 2 枚置

いた。また音圧を調べた地点は板を置いた地

点以外は実験 1と同じである。 

結果 図 4 から二又が小さくなっているこ

とと実験 1 にて二又があった所である板の後

ろの音圧が下がっていることが分かる。 

考察 結果から二又を反射させることに成

功したと考えた。また反射させた二又の音波

は今回スピーカー方向の音圧しか調べていな

いため反射させた音波が確認できなかったと

考えた。 

 

6. まとめ 

実験 1 より今回使用したパラメトリックス

ピーカーは二又に分かれる性質があり、その

二又の音を合わせることが出来たら本研究の

目的に達すると考えた。そこで実験 2、3 では

二又の部分の音波がどのように動いているか

を確かめるために板を置くことで調べた。実

験 2 ではスピーカーの正面に板を置いた際、

二又が前面に移動した。実験 3 では板を二又

の先に置いた際、二又がなくなったことから

反射出来たと考えられる。 
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図１ スピーカーの中心から前方に 0cm から

200cm の間を 25cm 区切りに、側方に 0cm から

60cmの間を 20cm区切りにした図。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 各地点の音圧各地点の音圧を 10 秒間は

かり 1 秒ごとの音圧を平均した数値を、Excel

を用いて 10dB区切りにした等高線図。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 図 2 と同様の方法で作成した図。なお板

を置いた地点の音圧がはかれないため Excel

の仕様により数値が 0 となり等高線図がへこ

んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 図 2 と同様の方法で作成した等高線図。

図 3と同様に等高線図がへこんでいる。 


